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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　　The　number　of　the　subjects　were　408　students　at　Faculty　of　Education，　N　iigata　University

and　144　pupils　at　the　primary　school　attached　to　the　Faculty．　The　study　was　administered

from　April，1989　to　May，1990．　Jhio　stydy　was　aimed　at　developing　an　attitude　which　would

enable　the　subjects　to　lead　an　active　life　in　accordance　with　changes　in　environments　and

society．　It　focused　on　ticks　in　bedclothes　and　allergy，　which　pose　a　considerable　problem　for

the　healthy　and　comfortable　living．　The　results　follow：

1．The　subjects’bedrooms　were　exposed　to　the　sun　inadequately　and　the　ventilation　was　not

sufficient．　The　floors　were　covered　with　tatami　mats　or　carpets　in　many　cases．　The　rooms

of　the　primary　school　pupils　were　cleaned　with　vacuum　cleaners　3．6　times　per　week　and　those

of　the　university　students　1．9　times．　The　futon　mattresses　were　stored　in　the　closets　in　many

cases　and　the　mattresses　were　dried　and　pounded　for　the　purpose　of　removing　ticks．　N　ot　many

subjects　recognized　the　cause　of　tick　spreading．

2．Eleven　teaching　materials　were　developed　for　this　study．　All　of　them　proved　to　be　either

very　effective　or　effective　on　5　point　scale．　The　one　with　the　highest　points　was　that　of

exposing　futon　mattress　to　be　sun　with　4．5　points・

3．The　survey　was　administered　on　the　students’judgment　concerning　which　of　the　20　selected

aspects　of　the　area　were　considered　to　be　useful．　It　was　found　that　most　students　wanted　to

learn　what　was　relevant　to　their　family　life．　Next　came　to　the　effective　use　of　materials　and

audio－visual　tools　in　teaching．

4．The　university　students　evaluated　highly　the　result　of　the　instruction，　pointing　out　that　it

dealt　with　a　crucial　part　of　home　economics．

　　1　緒　言

　　衣服衛生面から、降雪地の寝具が気候の影響を受けて吸湿し冷たく、安眠の妨げになると問題提

起（多田千代、1960、高橋類子、1965）されてから30年が経過した。近年、家屋の構造が断熱材、
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アルミサッシの使用により、あるいはコンクリート住宅の普及等により、機密性が高められ冷暖房

機が普及した結果、冷たい寝具からは解放（高橋類子、1987，1989）されたが、新たな問題が起き

ている。アレルギー性喘息と寝具とダニの問題である。従来の家屋内では数量的には気にもならな

かった害虫が増え居住者に不快感を与えたり、さらにはアレルギー症の原因物質として問題化され

るようになった。中でも1988年に衛生害虫に指定されたツメダニ・イエダニ・コナダニを中心とす

るダニ類は、居住者に不快感を与えたり、かゆみ被害、更にアレルギーを引き起こすため特に注目

を集めるようになった。ダニがアレルゲンのアレルギー性喘息や鼻炎は第1義的には、室内の床（石

井明、1975、高岡正敏、1977etc）よりも、寝具の管理が最重要課題（杉山正夫ら、1990坂井正幸

ら、1990）であり、喘息発作に影響するダニ数の基準まではおおむね究明されている。

　本研究では、小・中・高等学校を通して、家庭を取り巻く環境や社会の変容に対応した主体的に

生活することのできる実践的な態度を育成することを目標に、健康・快適な住まい方の重要課題と

して登場してきた寝具のダニやアレルギーに焦点をあて、小学校家庭における実践的研究を行った

ので報告する。

　II　方　法

　新潟大学教育学部附属小学校児童と教育学部生を対象に、’89年4月から’90年5月までを研究期間

とした。研究内容は授業実践に関わる①認知的方法による知識の獲得、②教材研究、③事前の実態

調査、④実践授業、⑤望ましい家庭科の授業に対する諸要素の認識、⑥教育的効果の順に調査・研

究を行った。

　1．研究対象　新潟大学教育学部附属小学校高学年児童　144名

　　　　　　　　新潟大学教育学部生　　　　　　　　のべ408名

　2．研究期間　1989年4月～’90年5月

　3．「健康・快適な住まい方」の実態調査　・アレルギー疾患罹患の有無

　　　　　　　　・生活形態　・住宅事情　・寝室管理　・寝具管理

　4．「健康・快適な住まい方」の教材研究と実践授業

　「健康・快適な住まい方」の授業実践を行うにあたり、11の教材・教具、その内訳は1）ダニに関

する教材教具4種類、2）布団に関する教材教具3種類、3）温湿度に関する教材3種類、4）生活時

間に関する教材1種類を準備した。

　5．実践授業「健康・快適な住まい方」に対する教育学部生の認識

　内容は、望ましい家庭科の授業に対する諸要素（佐藤文子、1986）20項目の認識を順位づけし、

3点段落で評価した。また、授業実践の児童への教育的効果を5段階尺度で評価した。

　III「健康・快適な住まい方」の実態

　1．生活事情：児童が「自宅生」100％に対し、学生は28．8％で、「下宿生」は71．2％と高率を示

した。

　2．寝室の向きと寝具のダニ発生状況の認識：寝室の向きは、児童は「南向き」が21．9％で、ダ

一54一



二発生意識は「普通である」が最も高く61．5％であった。次に「東向き」21．2％、そして「南東向

き」が20，6％で、ダニ発生は「ほとんどいない」が40．0％であった。学生は「東向き」が18．9％と

最も高率で、ダニ発生は「普通である」が44．0％と高く、次に「やや発生」「ほとんどいない」であっ

た。寝室の方位の第2位は「西向き」で16．7％、そして「南向き」が15．9％であった。西向きの寝

室の場合、ダニ発生は「普通である」が77．3％と過半数を占めた。

　3．寝室の広さ：児童、学生とも「6畳」の広さが39．0％、51．5％と最も多く、次に児童は「8

畳」が32．2％であり、学生は「7．5畳」が19．7％であった。

　4．寝室の床：児童は「たたみ」の寝室が33．6％と最も多く、次いで「板床の上にじゅうたん」

が24．7％であった。学生は「たたみの上にじゅうたん」が39．4％、次いで「たたみ」が34．9％であっ

た。児童も学生も、ダニの発生しやすい畳やじゅうたんを使用している割合が過半数を占めていた。

　5．寝室の昼間の使用目的：児童は「勉強部屋」に使用しているが55．5％と高かったが、下宿生

の多い学生では「生活のすべて」に使用しているが59．1％と高率を占めた。学生は児童に比べて寝

室を多目的に使用しており、ダニの発生しやすい環境に暮らしていた。

　6．寝室の使用者：児童も学生も寝室は、ひとりで使用している割合が高く、特に学生は96．2％

を占めた。児童は学生に比べ父母や小学生、中高大生など複数で寝室を使用している割合が高かっ

た。

　7．家屋形態と家屋築年数：児童は「一戸建木造」の家屋に住んでいると答えた比率が57．5％と

最も高く、家屋築年数は「1－10年」と「11年以上」の比率の差はなかった。学生は下宿生が多いため、

家屋形態は「集合木造」が47．0％、家屋築年数「HO年」が77．3％と高率を占めた。

　8．寝室の日当たり状態と寝具のダニ発生状況：寝室の日当たり状態は、児童は「非常に良い」

が33．7％、「やや良い」が24．7％で、平均評点3．8で「やや良い」に位置づけられた。学生は「普通」

が40．2％と最も多く、次に「非常に良い」18．9％であり、平均評点3．3で「普通」に位置づけられた。

　寝室の日当たりと寝具のダニ発生状況の関係をみると、児童は、寝室の日当たりの善し悪しに関

わらず、ダニ発生の認識は「ほとんどいない」「普通である」が多かった。学生も、ダニ発生は「普

通であるが」過半数を占めた。

　9．寝室の風通しと寝具のダニ発生状況：寝室の風通し状態は、児童は「非常に良い」が41．8％

と最も高く、次いで「やや良い」が26．7％であった。平均評点4．1で「やや良い」に位置づけられ、

ダニの発生状況は、風通しの善し悪しに関わらず「ほとんどいない」「普通である」と答えるものが

多かった。学生は風通し「普通」が37．1％と多く、次に「やや良い」が26．5％であった。平均評点

3．4で「普通」に位置づけられ、ダニ発生も「普通である」が63．3％を占めた。

　10．寝室の一週間の連続密閉状況：児童、学生とも「0日」と答える比率が76．7％、47．7％と多

数を占め、学生の平均日数は1。6日／週で、児童のそれは0．5日であった。

　11．寝室の夏休みの連続密閉状況：児童は「0日」が53．4％と過半数を占め最も高く、学生は「1

～7日間」が30．3％であった。二週間以上の連続密閉状況を両者で比べると、児童は2．7％、に対し、

学生は28．0％と高かった。

　12．寝室の一週間の掃除機使用状況：児童は「毎日」掃除機を使用するが26．0％と最も高く、次
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いで「1回」の22．69％で平均3．6回／週であった。学生は「1回」が37．9％、次いで「2回」の24．2％、

「3回」が14．4％で平均1．9回であった。注目すべき点として、「0回」と答えた児童は2．1％に対し

学生は11．4％もいた。

　13．寝具のダニ発生状況の認識：寝具のダニ発生状況の認識を図1に示した。児童は「普通で

ある」が36．3％と最も高く、次に「ほとんどいない」の35．6％であり、平均評点2．4で「ほとんどい

ない」に位置づけられた。学生は、「普通である」が57．6％で、次に「やや発生」の17．4％であり、
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図1　寝具のダニ発生状況に関する認識

平均評点3．0で「普通である」に位置づけられた。

　14．9月上旬の寝具のダニ退治：ダニ退治を行った児童は82．9％、学生は60．6％で高率を占めた。

　15．アレルギー疾患罹患率：児童は39．0％、学生は25．0％で児童は学生に比して罹患率が高かっ

た。児童、学生とも罹患の有無に関わらずダニ発生は「普通である」と答えるものが多かった。

　アレルギー罹患の時期は、児童は乳幼児期36．6％、学生では高校生の20．4％が最も高く、住宅事

情との関わりでダニが問題視されてきた時期と一致した。

　アレルギー罹患の有無別にみても、両者ともダニ退治を行っていた。退治の方法は、児童、学生

ともダニ退治の方法、比率は同傾向であった。つまり、「干す」は児童53．4％、学生55．6％であり、

「たたく」32．0％、30．6％、また「掃除機」は6．8％、6．5％の比率であった。

　16．布団の使用年数：児童学生とも1年未満から3年の布団を使用している者が多く、布団使用

年数20～25年とみて、打ち直しや廃棄が必要と考えられる布団はなかった。

　17．布団の収納状態：布団を「押入れ」に収納する児童は37．0％、学生は50．8％で、次に「

ベッドの上でそのまま」にしておくま児童30．8％、学生が36．4％であった。

　18．9月上旬の就寝形式：児童はベッド＋タオルケットが13．9％と最も多く、次に敷布団＋タオ
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ルケットが10．4％であった。学生は、敷布団＋タオルケットが10．6％で、次いでベッド＋タオルケッ

トが9．85％と多かった。9月上旬は気温の変化も激しく、児童も学生も就寝形式の集中度は低く、

就寝形式は多様であった。

　IV　実践授業

1．単元名　　気持ちのよい住まい方

2．単元の構想

　（1）単元の指導内容

　本単元は、家庭科第5学年の内容「C家族の生活と住居」（2）（3）を受けて、設定した。

　ここでは、身の回りの整理・整頓や清掃の仕方が分かり、物の活用や処理について考え、気持ち

のよい住まい方を工夫することができるようにすることが、指導内容である。

　これまで、「身の回りの整理・整頓や清掃の仕方」としては、机、引き出しなどの収納の仕方、学

校や家庭での清掃の仕方を取り上げていた。今回は、布団の手入れ・掃除を付け加える。それは、

以下の理由による。

・　断熱材・アルミサッシの使用、コンクリート住宅の普及により、住宅の機密性が高まったこと、

　冷暖房機の利用が増大したこと、更に、共働きで、家を閉めきる時間が長いことなどにより、空

　気汚染やカビ・ダニなどの問題がクローズアップされてきた。

・　中でも、ダニは、居住者に不快感を与えたり、かゆみ被害を与えたり、更にはアレルギー症を

　引き起こしたりする原因物質として問題化されている。

・　ダニは、畳やじゅうたんだけでなく、寝具にも生息しており、寝具のダニがぜんそくやアレル

　ギーを引き起こす一因であることが研究・報告されている。

・　1日の1／3近くは、布団の中で過ごす。気持ちよく住まうには、ぜひ、考えに入れたい物である。

　しかも、布団の手入れ・掃除は、児童にも可能である。

　（2）児童の実態　　（略）

　（3）指導の構想　　（略）

3．単元の計画

　（1）目　標

　住まい方の汚れやごみと健康の関係に着目させ、清掃や手入れ、整理・整頓、ごみの適切な処理

の仕方とその必要性を理解させ、清潔で気持ちのよい住まい方を工夫することができるようにする。

　（2）指導計画（6時間）

　　第1次　掃除と健康　　　　　　3時間

　　第2次　整理・整頓と不用品　　3時間

4．本時の計画　　（第1次2／3時）

　（1）主　眼

　　ダニが畳や布団などの中にいることを知り、ほこりとともにダニを取り除く方法を考え、試し

てみることによって、効果的な掃除や手入れの仕方を理解させる。
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　（2）展　開　　　　　（指導案略）

5．授業の実際

　（1）本時までの経過

〈導入〉

　授業者の家の汚れを拭いた雑巾と掃いて集めたほこりを提示した。雑巾は、窓ガラス、普段あま

り拭かない本棚の上、サイドボードの上を拭いた3種類、ほこりは、玄関、畳敷きの寝室、じゅう

たん敷きの居間から集めた3種類である。

　子供は、雑巾とほこりを見て、「きたね一。」と大きな声を上げた。そして、まず、雑巾について、

どこを拭いたものかを予想し始めた。3枚の雑巾の汚れ具合を比べて、窓ガラス、普段あまり拭か

ない棚の上、そして、あまり高くない棚を拭いたものだと言った。

　拭いて集めたほこりについても、ほこりの内容から、どのような部屋から集めたものかを予想し

てきた。玄関については、すぐに判断ができた。他の2つについては、いくつかの部屋が予想され

るので、畳敷きの寝室とじゅうたん敷きの居間のものであることを知らせた。すると、「髪の毛が多

いから寝室。」「じゅうたんの屑のようなものが入っているから、居間。」というように、ほこりを集

めた部屋を判断した。

　「自分の家は、どうなのかな。」と、自分の家のほこりや汚れを調べてくることにした。調べる場

所は、自分の勉強する部屋か自分の寝る部屋と、もう一か所以上とした。ビニル袋を2枚以上持ち

帰った。

〈第1時〉

　自分の家のほこりや汚れを調べた結果を発表された。黒板に、家の間取り図を貼付して、次のよ

うに板書した。「家の中の、どこに、どんなよごれ、ほこり、ごみがあるだろう。」

　子どもたちは、自分の集めてきたほこりや汚れを見ながら、発表した。（写真①）

　子どもたちの発表の主なものをまとめると、次のようである。

・じゅうたん敷きの居間…食べ物のかす、髪の毛、

　　　　　　　　　　　じゅうたんのほこり、

　　　　　　　　　　　わたぼこり、せんいくず

・畳敷きの寝室……………髪の毛、わたぼこり、

　　　　　　　　　　　糸くず、たたみのかす

・玄関………………砂、松の葉、葉っぱ、髪の毛

・勉強部屋…………消しゴムのかす、髪の毛、わた

　　　　　　　　ぼこり、じゅうたんのほこり、

　　　　　　　　たたみのかす、紙屑

灘欝

写真①　部屋のほこりや汚れを発表する

　　　　子ども

次に、「なぜ、これらの所に、これらの汚れやほこりがあるのだろう。」と、発問した。「食事をす

るので、食べこぼしが出る。」「靴について入ってくる。」「じゅうたんを手で掻くようにするとじゅ
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うたんのくずが出てくる・だから・じゅうたんの馨馨

所でさわぐと出てくる。」などの発言があった。　　　懸、　”

「じゅうたんのくずが出る」と発言した子どもに、燃籔・．

じゅうたんを手で掻くようにすると、じゅうた灘難、　峯

のくずが出てくるかどうか・実際にやらせた・そ鰹瓢・顯懸、

饗蕪庖二∴器τξ聯騰鑑㌦　灘．
「やっぱり出た。」と言った。（写真②）「ほかに考　、雛　　、：＼バ　　　　　　　・　　灘繕

えられる、ほこりを出すものは、ないですか。」と　　　　　　　　　　　一

発問した。洋服、布団、カーテンが挙げられた。　　写真②　じゅうたんのくずを集める子ど

　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も
発言毎に、そのものを叩いたり、振ったりさせ、

そこから空中に舞う誇りを映写機の光で照らし出して見せた。子どもは、「うわあ、いっぱい出る。」

「よく、見える。」などと言いながら、洋服、布団、カーテンからも、ほこりが舞うことに気が付い

た。

　そこで、「集まってくるほこりを、そのままにして生活しているとどうなるでしょう。」と発問し

た。これに対する子どもの反応は、次の通りであった。

・どんどんほこりがたまって、きたなくなる。

・ほこりが、食べ物などと一緒に体の中に入って、病気になる。ほこりが口から入って、咳が出る。

・ほこりが多くなると、虫とかダニが増える。

・虫とかダニが溜まると、それを食べる、もっと大きな虫が出てくる。

・居心地が悪くなる。寝るのもぐっすり寝られない。

・勉強などに身がはいらなくなる。生活がしづらくなる。

　ここで、「ほこりが多くなるとダニが増えるのかな」と、家庭内にいるダニについてのVTRを視聴

させた。子どもたちは、食い入るように見ていた。（写真③）

　その後で、まとめを書かせた。「どの家にもダニ

がいる」「家庭に38000びきのダニがいても少ない

ほうである」という説明が、子どもには驚きだっ

たようである。多数の子供が、そのことをノート

に書いていた。しかし、「きれいにしたい」「そう

じをしよう」「ほこりをためないように」のような

言葉を書いているのは、7名であった。この段階

では、「掃除をしなければならない」という強い気

持ちにまでは至っていないと思われる。　　　　　醐睡難鯉聾　＿

（2）本時の様子　　　　　　　　　　　　　　　　写真③　VTRを視聴する子どもたち

一59一



　「ほとんどの家にダニがいる」という

前時の学習を確認した後、「家にいるダ

ニを見たことがありますか。」と問う

た。ほとんどの子どもが、「ない」と答

えた。去年の6年生や大学生が、自分

の家で調べたものであること、紫に着

色してあることを説明して、ダニに印

を付けた検知シートで、ダニを観察さ

せた。顕微鏡なしでは鉛筆の芯跡くら

いの大きさである。子どもは、二人で

交替しながら顕微鏡を覗いていた。（写

真④）「気持ちわる一い」「かゆくなっ

てきた一」などと言って観察していた。　　　　　写真④　顕微鏡でダニを見る子どもたち

自分に身近な人の家で見付かったダニを見たことで、子どもたちは、自分の家にもダニがいること

を納得できたようであった。

　ここで、「ダニが私達と一緒に暮らしています。家族が気持ちよく暮らすために、家ではどのよう

なことをしているでしょう。」と発問した。

次のような発言があった。

・部屋をきれいにするために掃除をする。

・毎日、掃除機やほうきで掃く。

・畳を敷いておくと湿気とかでじめじめするかにら、畳を日光に干す。

・ダニは、布団の中や柔らかいところにいるから、布団屋さんに出して、ダニをとる機械で死

骸や抜殻を取ってもらえば、きれいになる。

・戸やガラスを雑巾とかできれいに拭く。

・取っ手や床もきれいに拭く。

　自分の家で行っていることのほかに、テレビなどで知ったと思われる発言があった。自分の生活

から離れてしまわないように次の発問をした。

　「ダニは、みんなが今きれいにしますと言った、これらのうち、どの辺りにいるのでしょう。」

　子どもは、次のものを挙げた。

・畳　・じゅうたん　・布団　・ソファー　・座布団

　子どもの挙げたものを承認した後、「これ（じゅうたん）、どんなふうに掃除をしますか。」と問う

た。すぐに、掃除機をかけるという答えがあった。布団叩きのようなもので叩くという意見もあっ
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た。代表の子どもに、自分が普段やっているやり方で掃除機をかけさせた。じゅうたんには、1m2

の印をつけておいた。また、掃除機のホースの途中にガーゼを当ててほこりを集めるようにしてお

いた。

　掃除機をかけ終えると、ガーゼに集まったごみを取り出して見せた。

　「これで、ダニもとれたでしょうか。」と問うた。大勢の子どもが、「いいえ」と反応した。少しし

かやっていないので、まだ十分に取れていないと言うのである。「あなたなら、どうしますか。」と、

発言者に実演させた。その子は、一度掃除機をかけた同じ部分に、再度、掃除機をかけた。掃除機

をかけ終えると、ガーゼに集まったごみを取り出して見せた。子どもたちから「お一、まだそんな

に取れる。」「ごみの色が違う。」などの声が上がった。

　次いで「布団のダニは、お店に出さないと減らすことはできないだろうか。家でやっていること

は、ないだろうか。」と発問した。

　子どもは、次のように答えた。

・お天気の良い日に、外で布団を干して、入れるときに叩く。

・布団乾燥機を使う。

・布団乾燥機だと、布団の中が熱くなって、ダニが布団の中で死んでしまうから、干して叩く

ほうが良い。

・ダニを殺す薬を使う。

　子どもの言った方法が、布団のダニに有効かどうか確認するために、ビデオを視聴させた。ビデ

オは、布団干しと布団叩きではダニは取れないこと、掃除機が有効なことを、実験を通して知らせ

たものである。子どもたちは、所々で「わ一。」「え一。」などと声を出しながら、見入っていた。

　ビデオを視聴させた後、資料を配布し、布団干しの保温、除湿効果（吉川翠ら、1989）に関する

説明をした。

かをとらえさせるためである。このグラフから、

よいことをとらえた。

時間を計りながら掃除機をかけていた・（写真　写真⑤奮団に掃除機をかける子どもた

⑤）

　この後、掃除機のごみパックの構造を説明して、授業を終えた。

　（3）考　察
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　住宅様式の変化にともない、住居内の空気汚染やカビ・ダニなどの問題がクローズアップされて

きている今、これからを生きる子どもたちに、この新たな問題に目を向けさせたいと考えた。そこ

で、人の暮らしと共に生きるダニの実態と人体への影響から、清掃や手入れの大切さ・必要性につ

いてとらえさせようと、本単元の指導を行った。

　なお、指導にあたっては、できるだけ実践的・体験的活動を多く取り入れるようにした。それは、

「家族の生活と住居」領域は、調理して食べたり、製作して身につけたりという具体的な喜びを味わ

うことがないため、学習意欲がたかまりにくく、それゆえ家庭での実践にもつながりにくいからで

ある。

　最近は、テレビのコマーシャルなどにダニが登場しており、子どもたちの多くは、家庭にダニが

いることは知っている。しかし、実際にダニの被害にあったことはなく、ダニが喘息の原因物質の

1つであることは知らない。ダニの生態も知らない。このような子どもに、VTRでダニの生態と人

の生活との関係を知らせ、その後、自分に身近な人の家にいたダニを顕微鏡で観察させた。これに

よって、子どもは、自分の家庭にもダニがいることが推測でき、自分の暮らしぶりとダニとを結び

付けて考えることができた。さらに、ダニを除去する方法について、その効果を実験的に明らかに

した。VTRを視聴させ、家庭でできる有効な掃除や手入れの仕方を確認させた。その後、畳や布団

を使って掃除機の掛け方を実習させた。このことによって、子どもは、掃除の必要性とともに、効

果的な掃除の仕方をとらえることができた。

　子どもは、初めて見るダニの姿や生態に興味・関心を示し、意欲的に学習に取り組んだ。そして、

初めて知った驚きを家族に話したり、有効な掃除や手入れの仕方を家庭で実践したりして自分の生

活に生かしている姿が見られた。

　時期を変えて（5月下旬と10月上旬）指導を行ってみたのは、5月は梅雨期を前に、10月は時雨

や降雪期を前に、温度と湿度との関係でダニの生態をとらえさせることで、子どもが、湿気を防い

で快適に過ごそうと、自分のできることを、家族との協力で実践するようになると考えられたから

である。どちらの場合も、子どもからも親からも、好天の日には窓を開けるように心掛けたり、布

団を干したりしているという声が聞かれた。

　以下に、ノート記述で授業及び家庭での子どもの様子を示す。

写真⑥　学習のまとめをする子どもたち
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一1夫のノートー

　　　　　　前時のまとめ　　　　　　　　　　　　　　　　　　本時のまとめ

くまζめ〉　　　　　　　仇あらい’綿柵鯨．、

　タt二が多くなbびい「こめ1：は・ヤ・1丁゜リ・そう　　　　　というここでイズ、kリしたが．今1度は背ひら

じ葱識臨にタ』が騨喜畠膨蹴畿灘轍も
ていいなんて・こわい．夕隔二き多くしない　　　　　した。ダニにと、てぼ．心、とんの中は．らくらく

で．清潔なくらしと保r：ないこいけなも・　　　動き回れるというのも梱くルたレ℃らくり

こ駄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タΣは大量発生しないで碧がないのに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も安8じし↑こo

　　　　　　　　　　　　　　　　次時のまとめ

く錯二のつつ・き〉　　　　　　　　　　　　　　　　ダニ芝韮し治寸るに1コ．「旨ゐ・ら「言われて

窓き開けて空気きき糊こするこ、し．け　吋二ほす・妹くの方灘’と完倉に

かこれるし．ダとも少なくナね．（Φの図）　　　　は】艮沿できなくて．温度り低いオへ＠

塵｝晶呈腿蹴　　腿治できるとし・うこと詫砥

鰍よくしやすい・）　　　　キうキラn（ヒ．漏
　準今・まできパ、り返』マ暴　　　　　　　　　　　　　々
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　々
イ可回も言うけと弓．　ダニ噂んて…べ二

周・．てい↑こか唖．全部φ家、にタ」＿力轡

いると聞いてイバうくりした．
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一K子のノートー

10月’0ロの体験記　　　　　　でぬてい一て私ぱべ・）ト1でねマ
ーま℃め一　　　　　　　　　　　　い賃つ．ベゥドのシートもそうじ寺

託妥’謬の噺ヲろこと1マ蕩綴蕊鷲灘漏が

一Y子のノートー

　ク三に．ついて　～ま℃め～　　　　　　　　保i温力が嵩ガ奮，たり、メく分がすくなくな，た覧）して

梱尺つhて‘、る弘ハ験蹴判㌍｝置鞭

1駕繕難1韓難鞭簸



　V　授業実践「健康・快適な住まい方」に対する教育学部生の認識

　　1，児童への教育的効果

　児童への教育的効果は、「非常に効果があった」とする受講生が77．5％で「やや効果があった」も

含めると97．8％になった。意義がないと感じた学生は全く認められなかった。平均評点4．8で「非常

に効果があった」に位置づけられた。

　　2．「健康・快適な住まい方」の教材・教具とその効果

　授業実践「健康・快適な住まい方」に用いた教材・教具の効果を5段階尺度で評価した。結果を

図2に示した。

　①実態顕微鏡での生きたダニの検鏡：生活管理として活用する上で「非常に参考になる」とする

ものが54．6％で、「やや参考になる」という肯定的方向を合わせると83．4％と高率であった。他方、

参考にならなかったと感じた学生はいなかった。平均評点4．3で「やや参考になる」に位置づけられ

た。ll種類の教材教具のうち第2位の評点となった。

　②ダニの写真集（KK白元開発部）：「やや参考になる」42．8％と多く、平均評点3。7で「やや参考

になる」に位置づけられた。

　③ダニ検地シート（KK白元製）による布団のダニ捕集の検鏡：「やや参考になる」44．7％で、「非

常に参考になる」という肯定的方向を見合わせると75．6％と高率であった。平均評点4．0で「やや参

考になる」に位置づけられた。

　④掃除機による布団の集塵量：10円玉と集塵量を比較することは、生活管理として活用する上で

「やや参考になる」が45．0％で、「非常に参考になる」を合わせると81．9％で、大多数の学生が参考

になると感じていた。平均評点4．2で「やや参考になる」になった。

　⑤「生活時間」のグラフ：「やや参考になる」が42．4％で、次に「どちらでもない」の32．8％で、

参考になると答えた者は、過半数の50．9％であったが、平均評点3．4で「どちらでもない」に位置づ

けられた。

　⑥「喘息点数とチリダニ数」のグラフ：「やや参考になる」が52．8％で、「非常に参考になる」と

合わせると73．2％で、大多数の学生が参考になると感じて居た。平均評点4．0で「やや参考になる」

になった。

　⑦「ふとんは日干しした方がいい」の参考資料：生活管理として活用する上で「非常に参考にな

る」が63．1％、次に「やや参考になる」の肯定的方向を合わせると93．0％にもなり、ほとんどの学生

が参考になると感じていた。平均評点4．5で「非常に参考になる」に位置づけられ、本研究で準備し

た11種類の教材教具中、最高評点で第1位であった。

　⑧「綿ブトンの日光干しによる湿度変化」「日光干し有無によるフトン表面のダニ数」のグラフ：

「非常に参考になる」が47．6％で「やや参考になる」を合わせると88．6％になり、大多数の学生が

参考になると感じていた。平均評点4．3で「やや参考になる」に位置づけられ、①の実態顕微鏡での

生きたダニの検鏡と並んで第2位であった。

　⑨「同一家屋内の窓の開閉別温湿度」「窓を開けた時間とじゅうたん表面のダニ数」のグラフ：生

活管理者として活用する上で「非常に参考になる」が45．4％、次に「やや参考になる」の38．0％で、
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　　　　図2　教材・教具の教育的効果

①実態顕微鏡で生きたダニの検鏡
②ダニの写真集（KK白元開発部）

③ダニ検地シート（KK白元開発部）による布団のダニ捕集の検鏡

④掃除機による布団の集塵量

⑤「生活時間」のグラフ
⑥「喘息間点数とチリダニ数」のグラフ

⑦「ふとんは日干しした方がいい」の参考資料
⑧「綿ブトンの日光干しによる湿度変化」「日光干し有無によるフトン表

　面のダニ数」
⑨「同一家屋内の窓の開閉別温湿度」「窓を開けた時間とじゅうたん表面

　のダニ数」
⑩「3軒の家の室内温湿度とその部屋のじゅうたん表面のダニ・害虫

　（チャタテムシ）数」のグラフ

⑪地域別の年間気温・湿度のグラフ

この肯定的方向を合わせると83．4％にもなり、平均評点4．2で「やや参考になる」になった。

　⑩「3軒の家の室内温湿度とその部屋のじゅうたん表面のダニ・昆虫（チャタテムシ）の数」の

グラフ：「やや参考になる」が49．1％で、「非常に参考になる」を合わせると75．7％となった。平均

評点3．9で「やや参考になる」に位置づけられた。

　⑪地域別の年間気温・湿度のグラフ：「やや参考になる」が39．1％で、次いで「どちらでもない」

の32．5％であった。参考にならないと感じた学生は11．8％であり、平均評点3．6点「やや参考になる」

になった。

　3．望ましい家庭科の授業を行うための諸要素

　望ましい家庭科の授業の諸要素20項目の認識の比率を図3に示した。また、3点段落評点の結果

も同順位で1位は「学習したことがらが、家庭の実践に結びつく」2150点で、2位「有効な教具や

視聴覚器材、教材を活用していた」920、3位「適確な資料を豊富に用意していた」837、4位「児

童に学習意欲を起こさせるよう工夫がしてあった」704、5位「児童に”ああ、そうか”、”よくわかっ

た”と納得させるような工夫がしてあった」647点の順に評点が高かった。
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納得　工夫（10．0％）

学習意欲（13．7％）　．購藤　鋸難．

適確な資料を豊富

　　　　（16．3％）

家庭の実践に結びつく

　　（42，0％）

（18．0％）有効な教具

　図3　望ましい家庭科の授業のための諸要素

1，社会的背景とニーズをおさえていた。

2．児童・生徒の実態をよくつかんでいた。

3，児童・生徒の個性を把握し伸ばすためにも、授業内外においてコミュ

　　ニケーションをはかるように努力していた。
4．家庭科の本質をおさえた授業であった。

5，題材の目標をきちんとおさ、児童・生徒に教えるべきことをしっか

　　りつかませていた。

7．幅広く参考文献にあたり、教材研究を充分にしていた。

8．動機づけが授業に有効に生かせるように工夫していた。

9．導入方法に工夫をこらしていた。

10．的確な資料を豊富にこらしていた。

11．有効な教具や視聴覚器材、教材をできるだけ活用していた。

12．教科書の使い方を工夫していた。

13．普通の授業と異なったアイデアの指導方法で工夫していた。

14．時間配分を工夫していた。

15，児童・生徒につまずき箇所を意図的に創ったり、ショックを与える

　　ように工夫していた。

16．児童・生徒が主体的に授業に参加できるように工夫していた。

17．児童・生徒に”ああ　そうか”、”よく　わかった”と言わせるよう

　　に工夫していた。

18．児童・生徒にもっと学びたいという欲求を起こさせるように工夫し

　　ていた。

19．学習したことがらが、家庭での実践に結びつくように指導していた。

20．消費者としてのあり方を、生活する人間として自覚させる授業内容

　であった

4．小学校教育実践研究受講生の感想

「健康・快適な住まい方」の授業実践報告を受講した学生に、感想・批判など思いつくまま自由記

述してもらい、回収した。その一部を以下に示す。

・現在、小児喘息の児童が増えていることだし、子どもたちは、こういった内容にかなり興味を示

すのではないかと思う。ビデオで本当に真剣に顕微鏡を見る姿をみて、とても良い教材であると思っ

た。（K．T．）

・最近、住宅難が進んでいる中、住宅条件があまり良いとは言えない。そのような状況のもとで、

いかに暮らしやすい場を保つか、ということを考えさせるためにも、ダニをとりあげることは良い

ことだったと思った。（Y．H．）

・生活に密着したダニがテーマで、たいへん興味深く、たいへん参考になった。子どもに教える時
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のVTRの使い方や説明の入れ方が子どもの注意を充分にひきつけ、理解をうながしたと思った。子

どもに作業をさせるのは難しい教材だと思ったが、準備と工夫で作業ができるということが分かっ

た。（Y．T．）

・子どもたちの実態をしっかりつかんだ、興味をかきたてる授業だった。（Y．W．他多数）

・今回、説明のあった授業では、今、特に社会的にも問題になっていて、子どもたちの生活の中で

も理解しやすいテーマについてとりあげ、教材研究も大変綿密で、資料もとても豊富だった。（YW．）

・すばらしい教材と教材研究は子どもを引きつけ、よく学ばせることができることがわかった。（K．

1）

・ただ知っているのと、自分が実際に見て身近に感じるのでは、大違いである。体験学習はすごい。

（M．S．）

・子どもたちもダニの様子を見て、私たちと同じように感じ、家庭生活に生かしていると聞いて、

教材の印象の強さに驚いた。（MJ．）

・” ﾆ庭科”の本質をしっかりとおさえている授業であると思った。というのは、いちばん気づき

にくい日常生活に視点を向け、さらに社会的な大きな問題にまで発展させている。このダニの学習

をすることにより、子どもは積極的に日常生活に目を向けるようになっているからだ。（Y．T．）

・今日、学校で習う事柄で普段の日常生活の中に活用できることが少ないと思うが、今日の講義内

容である家庭科は、数少ない生活密着型の科目であるということを改めて感じた。現在、生活も変

わり、多様化しているので、生活密着のためには、しっかり社会的背景にそってしなければならな

いと思った。（M．S）

・まず、教師自身が教材について熟知していることが必要だと思う。（M．S．）

・授業の内容は、生徒に驚きと発見ばかりでなく、実際に、掃除機の有意性を示し、それを実際の

生活の中で実践させようとする内容だったので、意義深いものだった。（M．W．）

　5．「健康・快適な住まい方」の題材で教材研究をした学生の感想

　感想1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’89年度　2年生男子

　私ども6班は、「健康・快適な住まい方」の題材で、教材研究をダニについて考察することになっ

た。はじめは、僕はダニについての認識も浅く、興味もほとんどなかったものだから、どのような

観点で研究を進めていったらよいのかの方向性がつかめず、とても漠然としたスタートであった。

　でも、先生の熱心な姿勢が僕たちに感染していったように思う。ダニについて力説して下さった

夏休み。僕はその時、先生の話をうかがっても頭の中で整理がつかず、まだ漠然としていたが、先

生が僕たちに力説して下さったということだけで、「よし、頑張ってみよう！」という気になった。

「何がなんだかわからないけれど、この先生の御指導に従って努力すれば、ある程度以上の成果は

得られるだろう。」という思いが、夏休みの時点であったように思う。

　夏休みの終り頃に「ダニ検知シート」を試し、ダニが確実に捕まることを確認した。実態顕微鏡

を使い60倍にしてダニが捕えられていることを知った時、とても嬉しかった。

　新学期が始まり、家材受講生の一部の人に、検知シートの被験者になってもらうよう呼び掛けた。

しかし、明確な呼掛けではなかったため、少し混乱したように思う。この時点で「布団の使用年数」
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を明記するという条件を設けなかったために、調査結果の分析がうまくいかなかったのではないか。

調査の精度を高めるには、条件を一定にすること、そして、より多数の実験データを集めることだ

と思う。当時はその点をいいかげんにして取り組んだので、あまりうまくいかなかったのだと思う。

でも、大量発生要因が調査結果から実証できよかったと思う。一中略一

　発表時は大過なくできた。それだけで、もう胸をなで下ろしたくなった。やるだけやったんだと

いう充実感が、家材によって得られた。僕は家材において、教材研究の専門的な知識が得られた喜

び以上に、もっと大切で、素晴らしいことを確信したと思う。先生の大きな協力のもとで、主体的

に取り組める環境はありがたいと思う。これこそ、問題解決学習のよい所であり、教育課程の中で、

不可欠な要素だと思う。その重要性を「自ら体験し、自覚することができた」という面で、家材で

の演習形式は、非常に価値があったと思う。

　そればかりでなく、家材の知識・方法も、現実生活と密着したものであり、大切なものであるこ

とは勿論であるが、僕の印象に強く残り、また感謝しているのは、主体的共同作業形態そのもので

ある。一後略一

　感想2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’90年度　　2年生女子

　一前略一

　住まいを清潔にすることや健康で快適な住まい方を、学習者の児童と一緒に考えるために、教育

者がツメダニ、チリダニなどのダニ類とこんなにも親密になり、顕微鏡下で動きまわる透明なダニ

を可愛いと感ずるようにならなければ、指導ができないということは、ほんとうに驚きである。

　　　　　一後略一

　V　まとめ

　近年、新たな生活管理の課題となっているアレルギー性喘息や鼻炎は、第1義的には室内の床よ

りも、睡眠時に使用する寝具の管理が最重点課題である。本研究は、新潟大学教育学部附属小学校

高学年144名と教育学部生ののべ408名を対象とし、’89年4月から’90年5月までを研究期間とした。

　小・中・高等学校を通して、家庭を取り巻く環境や社会の変容に対応した主体的に生活すること

のできる実践的な態度の育成を目標に、健康・快適な住まい方の重要課題として登場して来た寝具

のダニやアレルギーに焦点をあて、小学校家庭における実践的研究を行った。

　研究内容は授業実践に関する①認知的方法による知識の獲得、②教材研究、③事前の実態調査、

④実践授業、⑤望ましい家庭科の授業に対する諸要素の認識、⑥教育的効果の順に調査・研究を行っ

た。結果は次の通りである。

　1．児童・学生の寝室の実態は日当たり、風通しが充分とは言えず、床材は畳やじゅうたんが多

かった。一週間の連続密閉状況は休暇中の学生に問題があった。掃除機の平均使用回数は児童3．6回／

週で、学生は1．9回であった。布団の収納は押入にしまうが多く、寝具のダニ退治は、布団を干し叩

くであり、ダニ発生の認識は低かった。

　2．事前の実態調査を基に授業実践に提示する11種の教材を考案した。実践における教材の効果

は、5段階尺度法で各教材とも「非常に有効であった」「やや有効であった」とするものが多く、教
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材別にみると、布団日干し効果が平均評点4．5の1位で「非常に有効であった」、次に生きたダニの

検鏡、布団管理の相違によるダニ数が共に4．3点で「やや有効であった」に位置づけられた。

　3．望ましい家庭科の授業の諸要素20項目の認識は、3点段落評点で示すと1位は「学習したこ

とがらが、家庭の実践に結びつく」2150点で、2位「有効な教具や視聴覚器材、教材を活用してい

た」920、3位「適確な資料を豊富に用意していた」837、4位「児童に学習意欲を起こさせるよう

工夫してあった」704、5位「児童に”ああ、そうか”、”よくわかった”と納得させるよう工夫して

あった」647点の順に評点が高かった。

　4．教育学部生の大多数が、この授業実践は教育的効果があったと高く評価し、家庭科の本質を

おさえていたと感想を述べた。

　研究を進めるに当たり、附属長岡小学校教諭遠山信子先生には、調査にご協力いただきました。

KK白元開発部の大草みちる氏には生きダニを御提供いただき児童、学生の学習意欲を高揚させるこ

とができました。両氏に厚く御礼申し上げます。また、研究にご協力いただいた城木智美嬢、木村

節子先生に深謝いたします。
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